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固定資産の減損損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 
 
最近の業績動向等を踏まえ、平成 28年５月 13日に公表した業績予想を下記のとおり修正いたしま

す。 

 

記 

 

１． 固定資産に係る減損損失の計上について 

当社グループの取引先のうち、大手 OEM取引先の一部において、遺伝子検査による画期的な病原体

同定システムの検体前処理装置並びに試薬・消耗品の製造供給により来期以降の売上拡大に大きく寄

与するものとして期待しておりました案件について、その販売見通しが大幅な延期となり、(平成 28

年 2月 5日付プレスリリース参照)かつ現時点においては再開の時期が不透明となっていることから、

このたび事業計画の見直しを行いました。 

その結果として、当社事業に関する減損の兆候が認められることから、「固定資産の減損に係る会

計基準」に基づき将来の回収可能性を検討した結果、平成 28年６月期連結決算において、当社グルー

プが保有する固定資産（土地、建物、生産設備など）について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、

減損損失 908百万円を特別損失に計上するものといたしました。 

当社グループにおきましては、当然ながら引き続き積極的な事業展開を図り、収益の改善に取り組

んでいく所存であります。 

なお、当連結会計年度は大幅な赤字計上となりますが、来期以降に関しましては、固定資産の償却

負担が軽減される見通しであります。 

 

２．連結業績予想の修正について 

（1）平成 28年６月期通期連結業績予想の修正（平成 27年７月１日～平成 28年６月 30日） 

（単位：百万円） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

1株当たり 

当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 4,450 △580 △640 △610 △30円 19銭 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 4,458 △737 △821 △1,582 △78円 29銭 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） 8 △157 △181 △972   

増 減 率 （ ％ ） 0.2％ －％ －％ －％   

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

平 成 2 7 年 ６ 月 期 
5,143 △320 △172 △215 △11円 79銭 
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（2）連結業績予想の修正理由 

 売上高に関しましては、4,458百万円（前回予想比 0.2％増）となり、ほぼ予想どおりの着地とな

る見通しであります。しかしながら、全自動遺伝子診断装置「geneLEADⅩⅡPlus」やそれに搭載さ

れる DNA抽出試薬などの新製品の立ち上げ期であり、円高の影響もあり、想定どおりの安定した利

幅確保は難しく、売上総利益は、1,398百万円（前回予想比 5.5％減）となる見通しであります。 

 また、経費面においても、積極的な開発費支出 777百万円を実施したことから、販売費及び一般

管理費は、2,136百万円（前回予想比 3.7％増）となり、営業損失△737百万円（前回予想は△580百

万円）の見通しとなりました。 

 開発費の負担は重いのですが、現在、これまで培ってきた当社技術とコストダウン思想を盛り込

むことで、すでに販売中の「geneLEADⅩⅡPlus」を大きく進化させた安価でコンパクトな全自動遺

伝子診断装置「geneLEAD Ⅷ（自社ブランドの新機種）」の開発と、これに搭載する複数項目の遺伝

子診断薬の開発を進めております。（開発契約や事業契約締結などの具体的な進捗があった際には、

積極的に公表させていただきたいと考えております。） 

また、為替差損 90百万円の発生等により、経常損失△821百万円（前回予想は△640百万円）、

更に、上記の減損損失 908百万円を特別損失に計上することにより、親会社株主に帰属する当期純

損失につきましては、△1,582百万円（前回予想は△610百万円）となる見通しとなりました。 

 

３．今後の見通しについて 

来期の見通し及び３ヵ年の中期事業計画に関しましては、正式には決算発表時に公表させていただ

きます。 

今回、固定資産の減損損失を計上することとなりましたが、当社グループといたしましては、リス

トラや開発費の削減による黒字化を目指すのではなく、geneLEADシリーズを中心とした遺伝子診断分

野への事業展開を図ることで、業容拡大による２～３年後の黒字化を目指していく所存であります。 

当社の主力製品は OEM製品が中心となっていますが、今後は、DNA自動抽出装置である MagLEADシリ

ーズや全自動遺伝子診断装置である geneLEADシリーズを中心として、DNA抽出試薬や増幅・診断試薬

も提供することで、自社製品のラインアップを充実し、アジア・米国・欧州の３極における PSS直販

体制、及び当該地域における約 30ヶ国に及ぶ販売代理店の契約締結を視野に入れた販売網構築を目指

してまいります。 

また、製造工場であるエヌピーエス㈱や大館試薬センターにおいては、生産ラインの増強と省力化

を推進し、将来の増産に備えるとともに、外注先の工場と協力し、当社と一体となって製品コストダ

ウンに注力していく所存であります。 

 既に、これらの活動を開始しておりますが、当連結会計年度において、実績として有意義な数字を

示すまでには至りませんでした。しかしながら、引き続き来期に向けて、積極的に活動してまいりた

いと考えております。 

 

 

※業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

以 上 
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